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論文内容の要旨
1.研究の背景と目的
新生代第三紀は中生代植物相が現在の植物相に再編 される時期で、現生植物相の形成
過程を理解するために最も重要な時期である。特に、韓国と日本が位置 している東北アジ
アは新生代第三紀の残存植物が多く、当時の植物相の進化過程を明らかにするのに有用な
地域である。この地域では、新生代第三紀の始新世から中新世にかけての時期に東海(日
本海)が形成 されて 日本列島がアジア大陸から分離 したことにより,それまで大きく違わ
なかった韓国と日本列島の植物相が時間の経過 と共に徐々に変化 していったと考えられて
いる。この東海形成の頃の韓 日の植物相の変化を明らかにすることは、東北アジア全体の
新生代第三紀における植物相の進化の過程を理解する上で重要なポイン トと言える。
日本では、古植物に関する研究は19世 紀末から始ま り、これまでに、古第三紀から新
第三紀にわたって日本の植物相には6段 階の変遷があり、その中でも特徴的な変化 として、
中新世に冷温帯性の阿仁合型植物群から暖温帯性の台島型植物群へ劇的に入れ替わったこ
とが明らかになっている。
韓国の場合、新生代第三紀の古植物学研究は過去に日本人研究者によって始まったが、
その研究は断片的なものであ り、木材化石を扱った研究は全 くない。韓国人自身による古
植物学的研究もわずか しかなかったが、近年、韓半島東南部の東海西岸に位置する慶尚北
道浦項(Pohang)市付近か ら木材化石が大量に見つかったことから、その研究が始まった
(Jeongetal.,2004,2009)。
現在の韓 日両地域の植物相は韓国ではミズナラの優占する乾燥的な大陸型であり、日本
列島はブナ ・イヌブナの優占する湿潤な海洋型で,は っき りとした対照をなしている。両
地域は、中新世の始めまではアジア大陸の東縁地域 として同じ植物相を形成 していたが、
その後、東海(日 本海)の 形成が始まって両地域が分断され、現在では別々の植物相に分
化 している。このようにもともと同一地域で同じ植物相で構成 されていたものが東海の形
成によって離れた地域にな り、今 日のはっきりと異なった植物相を持つに至る過程を、植
物化石を使ってこれまでに明らかに した研究はいずれも断片的であり、木材化石を使った
研究は全く存在 しない。そこで、本研究ではまず第一に、韓国の木材化石を採集、同定 し、
その植物相を明らかにすること試みた。そして、東海形成前は韓国の木材化石産地である
東海西岸(日 本海東岸)と 極めて近い位置関係にあったと推定される日本列島本州の西海
岸地域(本 州の 日本海側)で 同時期の木材化石を多産する地域において、これまでの文献
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資料に加え新たな木材化石の追加採集を行って資料を補い、両地域の木材化石の植物相を
比較することにした。
2.結果
韓国における木材化石は慶尚北道浦項市の一帯に分布する長髫層群(JanggiGroup)から
採集 した。長髻層群は前期中新世に相当し、下部から長髫礫岩、訥台里(Nultaeri)粗粒凝灰
岩)、金鑛洞(Geumgwangdong)頁岩、下部挟炭層、下部玄武岩質凝灰岩、上部挟炭層、中
部玄武岩累層、金吾里(Geumohri)累層、上部玄武岩質凝灰岩に分けられている。これ らの
地層の うち、下部挟炭層と上部挟炭層から木材化石76点が採集 され、21種の分類群が同
定 された。その中で、15種が韓国で初めて報告 されるものであり、9種は新種であった。
これまでの報告(Jeongetal.,2003,2004)にこの結果を加えると、韓国の前期中新世の木材
化石は29種、内訳は針葉樹4種 、広葉樹25種となった。
日本における第三紀中新世の木材化石は北海道か ら島根県までの広範囲にわた り産出し、
多 くの種が報告 されている(TeradaandSuzuki,1998参照).それらのデータに加え、より多
くの資料に基づく比較を行 うため、石川県と島根県を中心に新たな試料を採集 した。石川
県では8箇 所から150点を得た。それ らの中から26種が同定 され、その うちの9種 は石
川県から初めて確認 されたもので、1新 種が含まれていた。 これまでの文献データにこの
結果を加えると石川県の前期中新世か らは針葉樹5種 、広葉樹41種、合計46種が知 られ
ていることになる。
島根県では,3箇 所から得 られた17点 を調べた。その結果、それらの試料から8種 が
同定され、その うち島根県で初めて確認 されたのは6種 で、3新種が含まれていた。文献
データにこの結果 を加えると島根県の中新世の木材化石には針葉樹1種 、広葉樹22種 が
あることになる。
3.考察
韓国の長髫層群の下部挟炭層で見いだされた15種すべてが広葉樹であ り、 うち13種が
落葉性、2種 は常緑か落葉か不明な種である。この不明な2種 は、アオギリ科の絶滅属
〃伽 磁 であって、この属の優 占が下部挟炭層の大きな特徴である。一方、それ以外の樹
種はすべて落葉性であ り、冷温帯性の落葉樹林の存在を強 く示唆する。これを日本の中新
世の植物相 と比較すると、冷温帯性の樹種が優 占する阿仁合型植物群に該当すると言える。
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Wataria属は典型的な環孔材であるが、アオギリ科の現生樹木が熱帯を中心として暖温帯
まで分布すること、アオギ リも典型的な環孔材であることなどか ら、この属も比較的温暖
な気候で生育 した樹木であると考えられている。すなわち、下部挟炭層の木材化石植物相
は、冷温帯性の樹木が優 占する中に、暖温帯性のMataria属の植物が混在する植物相であ
ったといえる。
一方、上部挟炭層 か らはカバ ノキ科やカエデ科は産 出せず、 トウヒ属やスギ科の
蹠 α加10η属などの針葉樹 と共にツバキ属、イスノキ属、チャンチン属など、常緑樹 も
まじえた様々な暖温帯性の樹木類の木材化石が主に産出 している。これは下部挟炭層 とは
かな り異な り、冷温帯性の樹種は少 しはあるものの、その大部分は暖温帯の樹種で成 り立
てお り、温暖な植物相である台島型植物群に近いものと考えられる。
下部挟 炭層 の下位 には金 鑛洞 頁岩 層 が あって葉や 種子 な どの化石 が産 出 し、
Huzioka(1972)はこの植物相を阿仁合植物群であると判定した。一方、浦項市一帯で第三
紀中期中新世の延 日(Yeonil)層群の斗湖(Duho)層の植物化石は台島型植物群で構成 されて
いる(Huzioka,1972)。木材化石が産出した下部挟炭層 と上部挟炭層は金鑛洞頁岩層 と斗湖
層の間に位置 している。これ らのことを総合すると、最 も下に位置する金鑛洞頁岩層は冷
温帯性の阿仁合型植物群であり、次の下部挟炭層の木材化石植物相のほとんどは冷温帯性
の樹木類から構成 されているが、稀に暖温帯性の要素 も含まれている。次の上に位置する
上部挟炭層の場合はさらに多くの暖温帯性の要素が含まれ、最も上部である斗湖層はほと
んどが暖帯性の台島型植物群となったと言 うことができる。このように、中新世前期の金
鑛洞頁岩層から最上部の中新世中期の斗湖層までの植物相の変化を本研究により連続 して
追 うことができた。これは、韓国において、植物化石による植物相の変遷を初めて確認 し
たことになる。
下部挟炭層から産出した樹種の多 くは日本のものと共通 し、 しかも乾燥 した大陸型の
ものが主であることから、第三紀中新世において韓国と日本列島が同じ植物相を形成 して
いた可能性を強く示唆するといえる。一方、上部挟炭層か ら産出したブナ属、カツラ属、
トチノキ属などは湿潤な気候を示す海洋型植生の要素になっている。現在の韓国と日本列
島の植生は、それぞれ大陸型 と海洋型と対照をなしている。これ ら海洋型要素の韓国での
存在は、東海が形成 される以前または直後の韓国の植生は、日本 と非常に似通 う海洋型植
生であったのが、東海の形成以後、大陸型に変遷 していったことを示していると考えられ
る。 この変遷iは日本列島で比較的乾燥 している西南 日本にも大陸型のナツツバキ属が分布
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していることか らも支持 される。一方、海洋型要素であるイスノキ属 とブナ属は韓国の濟
州島(Jejudo)と鬱陵島(Uleungdo)だけに分布する(Ki叫1990,1992)。
このような分類群の存在は韓国 と日本列島が東海の形成以前には同じ植物相を形成 し
ていたが、以降には東海の拡大 と共に韓国では大陸型の植物相に変遷 し、海洋型の気候が
継続 していた 日本列島ではそれ らの植物群が生き残って今 日の植物相へと繋がっていった
可能性を示唆 していると考えられる。
4.結論
この研究により次のことが明らか となった。
1)韓国慶尚北道浦項市の一帯に分布する新生代第三紀中新世の長髫層群の下部挟炭層から
10科13属19種、上部挟炭層から9科9属12種 、両地域を合わせると15科20属29種
の木材化石が同定された。 このような豊富な木材化石の存在は筆者等がこの研究を始める
までは韓国では全く知 られていなかった。
2)上記の15科20属29種のうち、15科15属22種が 日本 と共通 し、6科7属7種 は韓国
で初めて記載 された新種であった。
3)石川県の能登半島を中心に分布す る新生代第三紀中新世の縄又層から7科7属8種 、柳
田層から14科21属25種、医王山層から2科2属2種 、すべてを合わせると14科22属
27種の木材化石が同定された。文献データを合わせると24科37属46種になった。
4)島根県大田市一帯に分布する新生代第三紀中新世の波多層から6科7属8種 、来待層か
ら1科1属1種 の木材化石が同定され、文献データを合わせると17科20属23種になっ
た。
5)韓国と日本は東海(日本海)が形成 される以前には同じ植物相を形成 していたが、東海の
完成以降にはそれぞれ大陸型 と海洋型植物群に分かれたことがこの研究で示 された。
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論文審査結果の要旨
本論文は,韓 国および 日本の新生代第三紀中新世の木材化石の組成を明らかにし,約2300万年
前に始 まった とされ る 日本海の形成時期には,両 地域 とも同 じ植物相(フ ロラ)で あったもの
が,そ の後の両地域の分断を経て異なって行 く過程を明らかにしたものである.
韓国ではこれ まで前期中新世の木材化石は,そ の産出がまれなことか ら全 く研究 されて来なか
った.本 論文では,近 年明らかになった慶尚北道の 日本海に面する浦項(Pohang)地域の化石包含
層(下 部夾炭層お よび上部夾炭層)か ら76点 の木材化石を採集 ・蒐集 して薄片にし,観察同定 し
た.そ の結果,9新 種を含む21の 樹種を同定した.これに本論文提出者の以前の成果を加えると
合計で針葉樹4種 、広葉樹25種の木材化石フロラが明らか となった.
日本列島は 日本海の形成により韓半島か ら分離 したことが知られていることか ら,この浦項地
域 と日本海を挟んで対峙 し,しかも同 じ時期の木材化石 を多産する地点として,石 川県 と島根県
を選び,両 地域か ら報告 されている木材化石デー タを整理すると共に,新 たな試料167点を観察
同定 した,そ の結果,石 川県では針葉樹』5種、広葉樹41種、合計46種(新 種1種,新 産9種 を
含む),島根県では針葉樹1種 、広葉樹'22種(新種3種,新 産6種 を含む)の 種類組成を明らか
に した.
これ らの結果に加 え,葉 な どの大型植物化石の文献資料 も参照 して,前 期中新世から中期中新
世への植物相の変化を時間軸に沿って詳細に検討 した.そ の結果,日 本海の形成が始まった前期
中新世の始めには 日韓両地域 とも冷温帯性一温帯性 の阿仁合型に対比 される植物相で共通 してお
り,日本海の形成が進むのに伴い温暖な要素が増加 して台島型の組成へと変化 し,ま た,植 生型
も韓国では大陸型へ,日 本では海洋型へ と変化 していって今 日の対照的な植生型が見 られるよ う
になったことを示 した,
本論文では提出者が韓国および 日本の化石産地でフィール ドワークを確実にこな し,基本的な
木材構造の知識に基づいて精緻に同定を行い,そ の結果を適正にま とめ,地 質学的時間に沿った
植物相の変遷 と植生型の分化を明らかに してお り,自立 して研究活動を行 うに必要な高度の研究
能力 と学識 を有す ることを示 している。 したがって,ジ ョン ・ウンキ ョン提出の論文は,博 士
(生命科学)の 博士論文 として合格 と認める。
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